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1. AIDS Care (C81均d
2. AMBIO : Journal of Human Envirorunent(7ne R(fytI1 Swedish AClldemy 01 Sciences) 
3. ARI: International Journal伽 Physicaland Engin悶 ingSciences偽Iringer)
4. Abdominal Imaging命'ringer)
5. Accident Analysis and Prevention(智'sevier)
6. Acaeditation and Quality Assuran信仰iJ"inger)
7. Accounting， Management and Information Techno!ogies(EJsevier) 
8. Ac芯ounting，Organizations and Society(Elsevier) . 
9. Actll Agriα.uture Scandinavica Sect. A-B(S，温ndinllvianUniv.舟 ess)
10. Acta Anatomica俗的er)
11. Actll Astronautica(EJsevier) 
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2別O.Acta Oto-Laryngo!ogi伺 6咽泊111vianUniv.丹 ess)
21. Actll Pllediatricll(Scandinllvian Univ. Press) 
22. Acta Psycho!ogica(Elsevier) 
23. Actll Socio!ogicll(S，加必111vianUniv.舟 ess)
24. Accounts of Chemical Researches白meric卸 ChemictI1Society) 
25. Acta Matrialia{Acta Metal!urgica et Materialia)(Elsevier) 
26. Actll Neuropatho!ogicll(Springer) 
27. Acta Psychologica(Elsevier) 
28. Addiction(ClI"llIx) 
29. Addiction Biology(む'arls.%'.J ゴ
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附Wサーバは、館内に設置されている富士通のUnixワークステーション (S~4/ lOH) の上でNCSA製の
httpdを動かしています。サーバの立ち上げに際し、総合情報処理センターの皆様にご協力をいた
だきました。この場を借りてあらためて御礼を申し上げます。
さて、サーバの運用/管理及びコンテンツのメンテナンスは、主に情報管理課システム管理係(定
員 1名)が半ばボランティア的に行っています。しかしながら、一係で全コンテンツの面倒をみるこ
とは困難です。このため、館員全員がHTMLファイノレを作れるように、自習用ビデオやH刊1エディタ
を購入して簡単にホームページが作れるような環境整備を行い、さらに勉強会を開催し図書館員個
人の資質向上をはかりました。
この他、 「インターネット広報ワーキンググループ。」、 「電子図書館機能推進ワーキンググ、ノレー
プJを車E織しました。ここでは、電子図書館化に対応する図書館組織とするための規則/要項の制
定、電子図書館機能(=今後の Webでのサービスの内容の検討)を行っています。電子図書館機能の
一部であるコンテンツ整備が図書館業務のーっとして成文化/明確化されることにより、 Webを利
用したサービスの一層の拡大/向上がはかられるものと期待しています。
なお、残念ながら、要項については現在検討中につき掲載することができません。出来上がり次
第、ホームページ等で公開したいと考えています。
4. 今後の展開 ー「おわりにJにかえて
1998年4月1日から電子図書館機能の充実を目的として「研究開発室Jが設置されることが決定し
ています。ここでは、当面は前述の「古写真」と「グラパー図譜j のデータベース化を中心とした
活動を行う予定ですが、当館の電子図書館化は加速度を増すことになります。併行して、図書の所
蔵の遡及入力、紀要等のデータベース化、双方向性を生かした各種申込手続きの電子化、情報提供
のためのリンク整備を中心にサービスの拡大をはかつて行く予定です。しかし、現行サービスをそ
のままに新たに電子図書館的サービスを加えることは極めて困難です。現在、館内においては図書
館の業務全体の見直しに着手しておりますが、既存のサービスの見直しも避け得ない状況です。利
用者各位には、このような状況をご理解をいただき、一層のご利用/ご支援をいただきたいと存じ
ます。
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